
医療的ケア児の地域支援体制構築に係る担当者合同会議

学校における医療的ケア

実施体制構築事業について

平成２９年１０月１６日（月）

三重県教育委員会事務局
特別支援教育課



１ 三重県の医療的ケア実施状況

（１）特別支援学校

①在籍状況（通学生のみ）
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看護師
配置人数 １０ １ ２ ３ １ １７人

○看護師の配置
・ 校外学習、泊を伴う行事にも対応
・ 看護師の校外学習等への帯同や年休所得時に医療的業務補助嘱託員（看護師
免許を所有した非常勤嘱託員）を活用

平成２９年５月調査



②医療的ケアの内容
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（２）小中学校

通常の学級 特別支援学級 合 計

小学校（児童数） ２ １４ １６
２０

中学校（生徒数） ０ ４ ４

・ 導尿 ・ 血糖値測定及びインスリン注射
・ 気管カニューレ内からの喀痰吸引 ・ 経管栄養
・ 人工呼吸器の管理 等

平成２８年度調査

通常の学級 特別支援学級 合 計

看護師
配置人数

1 １５ １６

①在籍状況

②看護師の配置状況

③主な医療的ケアの内容



（３）課題
〇医療技術の進歩等の背景
① 特定行為以外（酸素療法や人工呼吸器の管理、咽頭より奥の気道及び

気管カニューレ内奥の吸引等）の医療的ケアを必要とする児童生徒が在籍

② 学校において、医師等と連携した校内支援体制を構築するとともに、高度

な医療的ケアを安全・安心に実施するための「医療的ケア実施マニュアル

（仮称）」等を作成するなど、実施体制の充実が必要

●文部科学省事業

「学校における医療的ケア実施体制構築事業」の活用

【三重県の取組】

◇ 「医療的ケア実施マニュアル（仮称）」等を策定し、校内体制を充実

◇ 医療的ケアに係る研修ビデオを作成し、研修等で活用する体制を整備

◇ 校内支援体制の見直しによる保護者の負担軽減 等



２ 今年度の取組及び実施状況

（１）特別支援学校における「医療的ケア実施マニュアル（仮称）」
の作成

（２）研修ビデオの作成 総合教育センターとの連携（ネットＤＥ研修）
・ ９月２８日（木） 実施

（３）教職員の意識調査
・ 平成29年７月～８月 実施（北勢きらら学園、城山、度会）

（４）指導医の派遣（県立特別支援学校北勢きらら学園）
・ ４回 実施
【５月３０日（火）、６月２７日（月）、７月１４日（金）、９月１１日（月）】

（５）研修会における専門性の向上及びヒヤリハット報告の共有
・ ２回実施
【７月２６日（水）、８月２３日（水）】

・ ７月２６日（水） 検討会１
・ ８月１８日（金） 検討会２
・ ８月２３日（水） 意見交換会



１ 対象

（１）対象校 ：肢体不自由特別支援学校３校

（北勢きらら学園、城山特別支援学校、度会特別支援学校）

（２）対象教員 ：認定特定行為業務従事者 ９３名が回答

２ 期間 平成２９年７月１９日（水）～平成２９年８月２５日（金）

３ 結果

（１）医療的ケアを実施するにあたり不安だと思うこと（記述式）

・児童生徒の体調が急変したときの対応

・ケアでミスをしてしまうこと、責任が大きいことへの不安 等

（２）不安なく対応するために必要な体制整備について（記述式）

・実施する教員のスキルアップ

・ヒヤリハットの情報を共有するなどの機会

・緊急時の対応マニュアル（特に気管カニューレ抜去時）

・第３号研修の全員受講による実施教員数の確保

・看護師の増員 等

● 教職員の意識調査について



● モデル校 北勢きらら学園の取組
（指導医派遣に係る取組）

１ 指導医による医療的ケア実施場面の
観察
（１）登校 （２）学習 （３）給食指導
（４）下校 （５）その他

２ 校内研修会での実技指導
（気管カニューレ抜去時の対応）

３ 保護者との意見交換

４ 校内体制についての意見交換

【実施日】
１回目 ５月３０日（火）、２回目 ６月２７日（月）
３回目 ７月１４日（金）、４回目 ９月１１日（月）

【指導医】
三重大学附属病院

小児トータルケアセンター
医師



●研修会による専門性の向上及び
ヒヤリハット報告による事故防止対策
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１ 第３号研修の実施

・４日間 １１講義

４演習

筆記試験

・内容 学校における医療的ケア

及び医学的な諸問題

２ スキルアップ研修会の実施

・講演 「三重県の小児等在宅医療

に関する取組の成果と課題」

・ヒヤリハット事例の報告及び事故

防止に向けた対策検討

・医療的ケアに係る情報交換

ヒヤリハット報告調査票



３ 今後の予定

（１）体制整備
①「医療的ケア実施マニュアル（仮称）」の作成及び周知・
活用の検討

②意識調査からみえてきた課題の整理と対応

（２）研修体制
①研修ビデオの作成及び
周知・活用の検討

（３）関係機関との連携
①医師会、看護師協会との調整
②メディカル・サポート会議
（協議会）の実施

●ネットＤＥ研修とは・・・
・インターネットを活用した

eラーニングによる研修
・三重県内の全教職員が活用



４ 医療等との連携

（１）県庁内小児在宅医療推進ワーキンググループへ参加

・健康福祉部局を中心としたワーキンググループ
・地域における医療・福祉・教育の連携体制の構築
・医療的ケアが必要な児童生徒の実数把握及び卒業後の支
援等について検討

（２）三重大学附属病院小児トータルケアセンターとの連携

・指導医の派遣及び医療的ケアに係る相談
・スキルアップ研修会の講師依頼
・トータルケアセンター主催の研究会等の周知

（３）医師会・看護協会との連携

・看護師確保に向けた課題整理と対応等



●三重大学附属病院 小児トータルケアセンターとの連携
（県庁内小児在宅医療推進ワーキンググループ）

小児在宅医療推進ＷＧ



●医療等との連携



●医師会・看護協会等との連携

１ 医師会との連携
・医師による医療的ケアに
係る助言
・「医療的ケア実施マニュアル
（仮称）」の作成に係る助言

２ 看護師協会
・看護師確保に係る助言

・看護師募集への協力



ご静聴ありがとうございました。


